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活発な活動を見せている火山であり、2006 年には年間 519 回の爆発的噴火が発生した
（気象庁統計）。火山活動研究センターでは御岳火口周辺に観測点を設け常時観測を行
っている。それらの観測データは無線(400MHz 帯)で中継基地に伝送され NTT 回線を用
いたネットワークを経て最終的に桜島観測所に集約される。今年度一部のデータ伝送
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ている。遮蔽物を考慮し御岳南側斜面にある A・D 点は悪石島へ、北側斜面の B・C 点
は中之島へ送信されている。これらは図 2 のようにまとめられる。 
 これら山上観測点設備の電源はバッテリとソーラパネルが用いられる。ソーラパネ
ルの設置にはアルミアングル製架台を取り付け土嚢で固定している。私が作成したも





図 1  観測点位置 
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3. 無線 LAN を用いたデータ伝送 
前項で述べた悪石島への無線伝送は諸般の事由で今年度で取りやめることとなった。
代替策として次のようなシステムが導入された。 
 A 点データは無線により諏訪之瀬島 GPS 観測室に伝送する 
 D 点データは山腹に中継点を設け無線 LAN で GPS 観測室に送信する 
 GPS 観測室で WIN ファイルを蓄積する 
 システム稼働状況等のレポートを桜島観測所にメール送信する 
D 点から GPS 観測室までは山腹の遮蔽があり無線電波が届かないため伝送方式を無
線 LAN に変更し山腹に中継点を置いた（図 1 中継点）。中継点では無線 LAN をリピータ
として使用し、同軸ケーブルを分岐して指向性アンテナを 2 つ取り付けた。山上 D 点、
麓の GPS 観測室にも同様に指向性アンテナを取り付けた無線 LAN を設置した(図 3)。後
述する GPS 観測室内システムから無線 LAN 中継点、D 点設置のデータロガーを含む範囲
まで同一のサブネットとなる。なお、電源には図とは異なり 54Ah のバッテリが 2 個接
続されている。この電池容量は無日照状態が 1 週間続いても電力が賄えることを目安
とした。写真 1 は外観である。 
 GPS 観測室内のデータ蓄積システムの概要は図 4 の通りである。以下に主な機器の説
明を記述する。 
① TP220 








VB アプリケーションにより TP220 へ定期的に FTP 接続し、ダウンロードした WIN
ファイルを蓄積する。 





図 2  無線伝送系 













図 3  無線 LAN 中継系 
 
写真 1  無線 LAN 中継点外観 
 
 
図 4  GPS 観測室内システム 
